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東北地域の農業地帯は青森県が青森,津軽,南部 ,下北

の 4地帯 ,岩手県が北上川上流,北上川下流,東南部,下

閉伊,北部の 5地帯,宮城県が南部 ,中部,北部 ,東部の

4地帯,秋田県が県北 ,県中央,県南の 3地帯 ,山形県が

庄内,最上,村山,置賜の 4地帯,福島県が中通り北部 ,

中通り南部,浜通り,会津の 4地帯の計24地帯から成って

に
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いる。これら24農業地帯の昭和46年以降の作物統計から,

単収を調査し,解析することにより,東北地域稲作の llll

面を把握しようとした。

結 果 及 び 考 察

表 1に ,昭和46年から昭和58年までの各年次の各農業地帯

の単収及び,13年間の平均値,変動係数 ,平均値の順位及び

各農業地帯の13年間の最高収年,最低収年をそれぞれ示した。
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農業地帯としての単収の最高値は昭和54年津軽の10σ 当

たり652● であり,最低値は昭和55年下北の 4″であった。

13年間の平均値についてみると,1位が津軽の581″ /10

ι,2位が秋田県南の568″ /10α ,3位が村山の566″

/10´ ,4位が庄内の560″ /10´ ,5位が置賜の559″

/10α ,6位力絵 津の574″ と_卜位はすべて日本海側の農業

地帯で占められた。逆に平均値が最も低いのは,24位が下

閉伊の3311夕 /10σ ,23位が上北の349″ /10α ,22位が

岩手北部の393″ /10α ,21低が岩手東南部の412″ /10

α,20位が浜通りの424″ /10α と¬立は太平洋沿岸部の

農業地帯で占められた。

単収の変動係数についてみると,下北の405%が最も高

く,次いで ,下閉伊の320%,岩手北部の316%,南部の

"9%,青
森の277%で あり,最 も低いのは,村山の44

,次いで,秋田県南の55%,秋田中央の57%,置 賜

の59%,庄 内の63%,会津の65%で ,太 平洋■1北 部

沿岸地帯の農業地帯で単収の変動係数が大きく,日本海側

の中南部の農業地帯で単収の変動係数が小さかった。これ

らのことは,太平洋側は高収年と低収年の単収の年次間変

動が大きいのに対し,日本海側は単収の年次間変動が小さ

いことを示 している。

なお,農業地帯別単収が600″ /10′ 以上の事例をみて

みると,津軽の8回力最 も多く,次いで,秋田県南の 3回 ,

会津の 2回 ,南部 ,庄内,村山,置賜の各 1回であった。

次に,最高収及び最低収力沼 られた年次についてみると,

太平洋側の農業地帯はすべて,53年が最高収年 ,55年が最

低収年と一定しているのに対 し,日本海側の最高収年は ,

津軽が54年 ,秋田県北が57年 ,秋田中央が52年 ,秋田県南

が55年 , 58年 ,庄内,最上 ,村山,置賜,会津が50年 と

一定でない。最低収年については,津軽,県北が56年 ,秋
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表 2 農業地帯別単収順位
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出中央,県南,庄内,最上が46年 ,村山,置賜,会津が51

年と日本海側の北部 ,中部,南部で最低収年次が異なって

いる。そして,太平洋側の農業地滞がすべて最高収年となっ

た53年に最高収年となった農業地滞が日本海側に全くなく,

太平洋側力渥 低収年になった55年に最低収になった農業地

帯が全くないのも興味ある事実であり,55年から58年にか

けて4年連続の不作といわれる中で,秋田県北が57年に最多

収年次,秋田県南が55年 ,58に最多収年たなったことも興

味ある事例である。これらのことは,大平洋側が53年の

ように高温多照年次に多収となるのに対し,日 本海側は

高温すぎると収量が若千低下する傾向があることを示 し

ている。

表 2に は,年次別に農業地帯月1単収順位を示 した。津軽

が13年間に
'I』

1位であることと,太平洋側の南部が47年

に3位 ,53年に2位 になったの力注 目される。

図 1に は,東北地域の平均単収と農業地帯別単収との相

関係数を示した。 5%レ ベルで有意でないのは秋田県南 ,

庄内,秋田中央の 3農業地帯だけであり, 1%レ ベルで有

意なのは最上,村山,置賜,会津の 4農業地帯であり,他

の農業地帯はすべて0_1%レベルで有意であった。相関係

数が最も高いのは北上川下流の0972,次いで ,北上川上

流の0955であった。これらのことは,岩手県の単収と東

北地域全体の単収と同伴性の程度力塙 tヽ ことを示 している。

その理由については,今後検討してみたい。
図 1 東北地域平均単収と農業

地帯別単収との相関係数
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